
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月１日 

保護者様 

川崎市立柿生小学校   

校長  支倉 圭太 

 

令和７年度 川崎市学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

本校の結果の概要と今後の取組について 

 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。4月 10日（木）

～14日（月）に行いました 4～6年生対象の川崎市学習状況調査の結果と、4月 17日（木）に行

いました６年生対象の全国学力・学習状況調査の結果をご報告します。本校では学校教育理念「自

己肯定感を高め、自らの手で未来を切り拓く子の育成」の実現に向け、日々の教育活動に取り組ん

でおり、今後は本調査結果を生かした取組をさらに進めてまいります。なお、本調査によって測定

できるのは児童の実態の一部であり、学校における教育活動の一側面ですので、本資料につきまし

ては、本校の教育活動の成果と課題を把握するための一つの指標としてお考えください。 

【学校教育理念】 
「自己肯定感を高め、自らの手で未来を切り拓く子どもの育成」 
～学校・家庭・地域 オール柿生のウェルビーイングをめざして～ 

自立した一人の人間として、集団や社会の形成者としてよりよく生きる力を育てる。 

他者を尊重し、多様性を認め合い思いやる力を育てる。 

知識や技能、創造力や表現力など多彩な資質・能力を伸ばし、社会に貢献できる力を育てる。 

令和７年度 川崎市学習状況調査 ４年生 

・国語「思考・判断・表現」の観点における正答率は

72.5%で、全国平均（グラフと表では「全体」と記

載）の 68.3％より 4％以上上回る結果となりまし

た。日々の授業では、自分の考えを相手にわかりや

すく伝えるために、どのようにまとめ、どんな順序

で伝えるかを思考する時間を十分に取るようにして

います。その上で、お互いの考えを交流して高め合

えるような「協働的な学び」を、今後も多く取り入

れていきます。 

・算数「思考・判断・表現」の観点における正答率は

46.7%で、全国平均より 4％以上上回る結果となり

ました。算数においては、正しい答えを導き出すこ

とがゴールではありますが、日々の授業では、そこ

に至る過程を大切にしています。どの知識や情報を

用いて、それをどう使って答えを導き出したのか、

自分の思考の流れを他者に説明する経験を多く積む

ことで、自分の考えをわかりやすく相手に伝える力

を育てていきます。 

令和７年度 川崎市学習状況調査 ５年生 

・国語「思考・判断・表現」の観点における正答率は

65.4%で、昨年度（4年時）より 4％以上上回り、今年

度の全国平均を 2％以上上回りました。自分の考えや思

いを言語化することは、他者とコミュニケーションを取

る上で重要な要素となります。国語の学習では特に、そ

の基礎を培うために「書くこと」に重点をおいて日々の

授業を行っています。文章を書くことは、自分の考えを

整理することに繋がります。考えを整理して文章にして

出力することは、「話すこと」にも繋がり、相手がわかり

やすいように伝えることにも繋がっていくと考えます。

今後も各学年における発達段階に応じた「書くこと」の

指導を充実させていきます。 

・算数「思考・判断・表現」の観点における正答率は

53.8%で、昨年度（4年時）より約 4％下がっているも

のの、今年度の全国平均を 1％上回りました。高学年の

算数の学習においては、自分の考えを説明したり、他者

と意見を交換したりする場面をより多く取り入れていま

す。自分がどのようにして問題を捉え、どう思考して答

えを導き出したかを他者に話したり、他者のそれを聞い

たりする場面を意識的に学習に取り入れることで、思考

力を高めていくことを目指します。 

令和７年度 川崎市学習状況調査 ６年生   令和７年度 全国学力・学習状況調査 ６年生 

・国語「思考・判断・表現」の観点における正答率は 75.3%で、昨年度（5年時）より 12%以上上回り、全国平均より 5%以上

上回りました。また、算数の同観点における正答率も、国語と同じく昨年度（5年時）及び全国平均より大きく上回りまし

た。これまで培ってきた、自分の考えを整理する力や、それを発信する力が身に付いていることを表している結果と捉えるこ

とができます。今後もこれまでの学習を生かして、自分の考えや思いを積極的に発信することができるような学習内容や形態

の工夫をしていきます。 

・全国学力・学習状況調査の意識調査において「授業で学んだことを他の学習で生かしている」という質問に、90.8％の児童が

肯定的な回答をしました。学んだことを応用して他の学習に生かすことは、横断的な学習に繋がり、より広い視野で思考を巡

らせることができるようになると考えます。今後も、児童が教科にとらわれずに視野や思考を広げることができるような学習

展開の工夫をしていきます。 

国語

思考・判断・表現

算数

思考・判断・表現

R7 本校4年 72.5 46.7

R7 全体4年 68.3 41.9

国語

思考・判断・表現

算数

思考・判断・表現

R6 本校4年 60.8 57.6

R7 本校5年 65.4 53.8

R7 全体5年 63 52.8

授業で学んだことを

他の学習で生かしている

地域社会をよりよくするた

めに何かしてみたい

R7 本校6年 90.8 80.8

R7 全体6年 82.5 81.3

国語

思考・判断・表現

算数

思考・判断・表現

R6 本校５年 63 45.8

R7 本校６年 75.3 64.2

R7 全体６年 69.9 55.6


